
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

一 日本色彩学会誌　第 31 巻　第 1号　2007 年　54 − 55 寅

臨 鄭

備
盈 臨

v

輾
’

1

絵画の色彩変化の計量の 試み

An 　Experiment 　of　An 　Omni −directional　Wave −length　Analysis

室屋　泰三　 Taiz。　Muroya

1，は じ め に

国立新美術館 The　Nationa「Art　Oenterl　Tokyo

　絵画 画像の画面上には ，構図などによる画面上大 き

な色の 変化はもとよ り，タッチなどさまざまな微細な

色の変化 が画面 上 に存在 し、それ らす べ てによ っ て，

作品の 印象などが表現され て いる（図 D ，
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図 1　 タ ッ チの 異なる作品 （ピカ ソ とゴ ッ ホ，部分）

　本研究では ，色の変化を，変化の画 面上の大き さ と

変化の強さ （＝変化の中における色の差）の 2つ の軸 で

測る こ ととする ．色変化の画面上 の 大きさが小さ くな

ればなる ほ ど，色変化の 強さが小さ くなるの で あれば，

その 部分 は滑 らかな 表現がされ ている ことに対応す

る ．逆に，変化の 画面 上 の 大き さが小さ くな っ て も ，

色変化の強さが小さくな らず，む しろ大きくな っ て い

るよ うな場合には ，その部分は強い筆致 による表現 や

点描表現 ，そ して ク レーの 作品 に も 見 ら れ る よ う な 画

面上 の微細な要素 が作 品の画面 全体 に強い 影響を与

えて い るような表現に対応するこ ととなる ．

2．色彩画像 の色変化の計量

　色 の 変化の強さ ，すなわち色 の 差を得るためには画

面をい くつ かの領域に分割 し，それぞれの 領域か ら色

をひ とつ 選び，それらの差をも ⊃ て色変化の強 さとす

る，こ こ で は単純の ため ，画面をまず 2分害1」し，得ら

れた領域につ い て ．それぞれ 2 分割すると い うこ とを

繰 り返 す こ とと した 〔図 2）

　領域か ら の 色 の 選び方と して は ，領域中の 色 の 平均

一

とす る 方法 や領域中の 代表色 を選択する方法が挙げら

れるが，ここでは色の平均とする方法を採用 した

tti・i

図3　細部 の描写が異なる色面の例

　例えば 1図 3の ように ，おおまかに見れば 〔平均を と

っ て 見れ ば）灰色 の色面 で あるが ，細部を見る と異 な

っ て い る ような 3 つ の 画 像に つ い て ，それぞれ の 矩形

を分害1」し，着目する領域が小さ くな っ で い くと s細部

の色変化を 、顕 微鏡で 拡大 して観察するかのよ うに，

は っ き D と 見え る よ う に な り，3 つ の 画像の 細部は異

な っ た密度 の点描によ っ て描かれて い ることがわか る

こ ととなる

　分割の 基準と して は ，画面上にはさまざまな強さ の

平均色差の うち ，最大となると こ ろ を選ぶ も の とする ．

例えば ，図4の よ うな画像に つ い て は、矢印で 示 した

と こ ろ が ，平均色の 差が最大となると こ ろ で ある ．
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図4 　平均色差が最大となる分割
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　　 図 2　 画 像 の分割 （左 か ら右 に分割が進行）
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図 5　色変化の大きさ

醗
図6　テス ト画像へ の遭罵

　平均色 の差が最大 となる分割が得 られた ら，図 5の

よ うに しで 測 っ た 領域の 大き さ を 色変化の 画面上 の 大

きさ と し，分 害1」された隣 D 合 う領域 の平均色 の差を色

変化の強さとする，

　な お ，結果 には色変化の画面上 の大きさと色変化の

強 さの ほかに 、色 の変化の方向も 2 まれる 、色 変化の

方向は ，画面上 の大 きな変化に対 しては画面 上の色面

構成 や構 図 な ど に 対応 し，画 面上小 さ い 変化 につ い て

は筆致な どの 方向に 対応 し，絵画画像の特微分析に役

立 つ ものと考え られる．

　こ こ ま で 述べ た手法を簡単な テ ス ト画像に適用 して

み ると図 6のような結果となる ．

　図中の纈分が こ の テス ト画豫を分割 したとぎ ，その

平均色差を最大とする分割を示 している ．図中に描か

れ ている正方形の辺 （黶形の輪郭）と一一twしないよ うな

分 害1」となる場合がある こ とがわかる，

3 ．提案手法の絵画画像へ の適用例

　こ れま で 述べ た方法 を 《フ ’y7ン ・ゴ ヅ ホの 椅 子 》に適

用した例を図 7 に示す，こ こ では CIELUV で 表色された

画 像を対象 とし，色 変化の大ぎさが画面の 10％ で 分割

を打ち切 っ て い る ．まず u
’

に つ い て の 分割結果 （図7

の （♂ ））では画面奥のタマネギの入 っ た木箱か ら椅子

の座面を継ぶ直線によ り、画画上部と下部が分割され

る ，画面エ 部で は分割はほぼ椅子の 背もたれ の 輪郭に

沿 っ て行わ R ているの に対 し，下部では必ず しも描か

れている事物の輪郭と分割は
一

致 して いない ．一方，v
＊

のL辷部に つ い て もタ マ ネギの箱や背もたれの右側の韓
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図7　 〈ファ ン ・ゴ ッ ホの椅子》につ いての分割例

郭など に沿 っ た分 割が存在 して いる が，背 e たれの 中

ほどか ら左側の明る い太 の色の 部分 に つ いては ，背も

たれの輪郭に沿う分割ではな く，右奥の壁色との対比に

より錘面を三角形に分ける分割をもたらしている ．

4 ．まとめ

　絵画画像の色変化の 特微を調べ る ための 手法と して ，

色変化の方向に適応 しなが ら平均色差が最大となる分

割を求め ，そ の 分割の 大 ぎ さか ら画 面上 の 色変化の 粗

密を計量する方法 につ いて
’
提案 した ，客観的な計量を

用い るこ とによ り，見ると い うこ と で は気が つ き にく

い変化を （視覚的 にではな い が）気づ かせてくれる材料

を得る こ とが で き る と期待で き る．その
一例と して ，

画面上の色変化が色空間．上の どの 色成分に 対応して い

る の か を得る こ とが で き る こ とが挙げられる ，色空闘

の 選び方に よ D ，色変化の 「種類」を調べ る こ とが司能

とな るのであ る ．今後の課 題 と して ，色変化の大 ぎさ

と強度を視覚化する こ とによ り，対象画 像の 色変化の

特徴をとらえ やすくす るこ とが挙げられる ．また，色

彩画像に描かれ て い るもの を群細 に見 よ うとす ると

き ，描かれて い る詣物の輪郭など局所的な色差が大き

な部分に目がb く場合が多いが ，本手法は大域的な平

均色 差が大き なと こ ろ に着 目 して い る方法で あ り、事

物の 輪郭と平均色差が最大 となる分割は必ず しも
一

致

しない とい う結果が得 られ ている ．この不
一致にどの

ような意味 がある の か など 、今後 ，さ まざまな絵甄 作

品を分析して い く中で 検討 して いきたいと考え て いる．
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